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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置から排出される印刷済用紙を、印刷済用紙のサイズ毎に積み重ねる排紙装
置であって、用紙積載テーブルである底面及び用紙を保持する側面よりなり、印刷済用紙
を収容、運搬するため着脱可能に設けられた用紙積載箱と、出力する用紙のサイズに応じ
た用紙積載箱を搭載するべく、該用紙積載箱を前記排紙装置より出し入れするためのドロ
アを備え、該ドロアの引き出し方向前側に、該ドロアの引き出し方向と直交する方向に延
在する仕切り板を回転収容可能に設け、前記画像形成装置の印刷性能の最大長さの用紙サ
イズよりも用紙長さの短い用紙サイズを収納する用紙積載箱を使用する際には前記仕切り
板を前記ドロアとのなす角が略９０度となるようにセットすることを特徴とする排紙装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機、レーザービームプリンター等の画像形成装置の後段に接続される排
紙装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図４に排紙装置の一例を示す。排紙装置６は、画像形成装置（図示せず）の後段に設け
られ、画像形成装置から出力される印刷済用紙を揃えて積み重ねていくものである。この
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排紙装置６は製本や仕分けなどの後処理を考慮し、印刷済用紙のサイズ毎に複数のスタッ
クトレイに排出され、図３のようにスタックトレイにそれぞれ設けられたドロア２上の用
紙積載箱５（以下用紙バスケットと呼ぶ）の中に配されている用紙積載テーブル上に積み
重ねられる。このドロア２及び用紙バスケット５は通常、スタックトレイ毎にそれぞれカ
バーに覆われ、必要に応じてカバーを開閉することによりドロア２を引き出し用紙バスケ
ット５内の用紙を取り出す構成の場合や、またカバー無しの構成で直接ドロア２を引き出
し、用紙バスケット５内の用紙を取り出す構成が取られている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、前記のような特にスタックトレイにカバー無しの構成の際には用紙バス
ケットが用紙サイズ（ショートサイズやロングサイズ）に分けて採用されることが無く、
一種類の用紙バスケットで全ての用紙サイズに対応させる必要があるため、必然的に画像
形成装置の性能最大の用紙サイズに合わせた大きい用紙バスケット（以下、ラージバスケ
ットと称す）のみの構成であった。
【０００４】
　さらに、ショートサイズ用紙に合わせた小さい用紙バスケット（以下、スモールバスケ
ットと称す）を採用しようとしても、スタックトレイにカバー無しのオープン状態のため
に、単にスモールバスケットをセットしたのみではラージバスケットとの大きさの違いに
よりテーブル昇降部が剥き出しになるため、その安全性を確保するためにはダミーの箱と
その検出手段等の目隠しを設ける必要がある。
【０００５】
　しかしながら、前記のような手段においては、画像形成装置で印刷される用紙サイズが
変わり、排紙装置のスタックトレイ内の用紙バスケットを取替える場合にオペレーターの
操作が煩雑になることになる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、画像形成装置から排出される印刷済用紙を、印刷済用紙のサイズ毎に積み重
ねる排紙装置であって、用紙積載テーブルである底面及び用紙を保持する側面よりなり、
印刷済用紙を収容、運搬するため着脱可能に設けられた用紙積載箱と、出力する用紙のサ
イズに応じた用紙積載箱を搭載するべく、該用紙積載箱を前記排紙装置より出し入れする
ためのドロアを備え、該ドロアの引き出し方向前側に、該ドロアの引き出し方向と直交す
る方向に延在する仕切り板を回転収容可能に設け、前記画像形成装置の印刷性能の最大長
さの用紙サイズよりも用紙長さの短い用紙サイズを収納する用紙積載箱を使用する際には
前記仕切り板を前記ドロアとのなす角が略９０度となるようにセットすることを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、排紙装置の用紙サイズによる用紙バスケットの交換の際の煩雑さを防
止でき、且つ安全性を確保できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　相違なバスケット交換時のオペレーターの煩雑さの軽減と、ショートバスケットセット
時の安全性の確保という目的を、ドロアに回転収納可能なしきり板にて実現した。以下本
発明を実施例図面によって説明する。
【０００９】
　図１および図２は本発明の画像形成装置の排紙装置の一実施例である。
図１において、スモールバスケット１をドロア２にセットする際は、仕切り板３をドロア
２上にドロア２とのなす角度が９０度となるようにセットされる。
【００１０】
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　このとき、仕切り板３が図２の状態のように収納されている場合は、スモールバスケッ
ト1をセットすることができないようになっており、さらに仕切り板３がドロア２上に所
定の位置（９０度）にセットされない場合はスモールバスケット１と干渉しセットできな
くなる。
【００１１】
　仕切り板３を正常にセットした場合は、スモールバスケット３セットの際のテーブルア
ーム昇降による安全性を確保することができる。
【００１２】
　また図２において、ラージバスケット４をドロア２にセットする際は、仕切り板３をド
ロア２上に図２の如く折り畳む。この際に仕切り板３が折り畳まれていない場合は、ラー
ジバスケット４と干渉しセットできなくなり、誤挿入を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明画像形成装置において、ショートバスケットのセット状態を示す斜視図で
ある。
【図２】本発明画像形成装置において、ラージバスケットのセット状態を示す斜視図であ
る。
【図３】従来のバスケットのセット状態を示す斜視図である。
【図４】排紙装置の一例を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００１４】
　１はスモールバスケット、２はドロア、３は仕切り板、４はラージバスケット、５はバ
スケット、６は排紙装置である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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